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英国のコンドームブランド Durex 社が実施して
きた『Sexual Wellbeing Global Survey』は、世界
各国の年間性交回数などを調査したものとしてあま
りにも有名だが、07/08 調査を最後に報告がない。

それならば、ということで、日本家族計画協会家
族計画研究センターがコンドーム・メーカーである
ジェクス株式会社からの依頼を受けて「【ジェクス】
ジャパン・セックス・サーベイ」を初めて実施した
のが 2012 年 11 月。

翌年 2013 年 12 月に第２回調査を実施している。
本会はこれまで 2002 年以降２年ごとに『男女の生
活と意識に関する調査』を継続的に実施している
が、その調査とは別に今回、日本人のセックスに鋭
く迫るために、インターネットを通じた調査を行っ
た。

第１回と第２回の調査方法が異なるので、本稿で
は第２回調査の結果の概要を報告することとした。

　調査の概要

「第２回【ジェクス】ジャパン・セックス・サー
ベイ」は、調査票を作成した後、調査を株式会社ク
ロス・マーケティングに委託。全国満 20 歳から 69
歳の男女を対象としてインターネットリサーチ（ア
ンケート依頼メールを各回答者に配信し、web 上
で回答してもらう方法）を実施した。調査配信数は
106,871 人。今回の調査は都道府県間の比較を行う
ために、47 都道府県から回収順にしたがって均一
に 107 サンプルを収集。合計 5,029 人を集計対象と
した。さらに、全国データとして解析すべく各都道
府県から回収されたサンプルを、ウエイトバック法
といって、実際の都道府県の人口構成比に合わせて
重み付けして集計し直した（表１）。

これにより、2010 年度の国勢調査のうち 20 歳か

「【ジェクス】ジャパン・セックス・サーベイ」
結果の概要

一般社団法人日本家族計画協会　家族計画研究センター所長　北村　邦夫
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ら 69 歳の日本の人口 81,363,792 人の性意識・性行
動を明らかにしたことになる。ウェイトバック調整
後の回答者の属性を表２で示した。

　セックスをする目的、男性は「性的な
　快楽のため」、女性は「愛情を表現する
　ため」

異性とのセックス経験がある男性は 89.6%、女性
92.1%。これを年齢階級別にみると、20 代では 21.1
ポイント、30 代３ポイント、40 代 0.6 ポイント女性
が男性を上回っていた。まさに、若い世代での草食
化男子、肉食化女子の存在を彷彿とさせる（図１）。
「あなたがセックスをする目的は何ですか？（性

交経験のない人はイメージで）」と聞くと、「愛情を
表現するため」が 71.5%でトップ。「性的な快楽の
ため」（57.4%）、「ふれあい（コミュニケーション）」

（56.1%）と続く。性別では、男性は「性的な快楽の
ため」が「愛情」を上回り、女性との違いが顕著と
なっている（表３）。

性別・年代別にみると、男性の場合、すべての年
代で「快楽」がトップだが、「子どもがほしいから」
が年代が上がるにつれ増えている。もちろん、50 代、
60 代での妊娠を望むというのではないだろうが、セ
ックスを「生殖の行為」と捉える傾向が若年に比べ
て高年齢ほど多いことを意味しているのだろう。女
性では、「愛情」と「ふれあい」が他を圧倒している
が、年代比較では男性以上に明確な傾向が認められ
るのは興味深い。「愛情」「快楽」「ふれあい」「ストレ
ス解消」は高年齢ほど減少傾向を示し、逆に「相手

表２�　ウエイトバック調整後の回答者の性別・年齢・婚姻関
係の有無

図１�　これまでに異性とのセックス（性交渉）をしたことが
ある割合（％）

表１�　ウエイトバック調整後の各都道府県のサンプル数

都道府県 人数 ％
北海道 221 4.4
青森県 53 1.1
岩手県 50 1.0
宮城県 93 1.8
秋田県 41 0.8
山形県 43 0.9
福島県 77 1.5
茨城県 118 2.3
栃木県 79 1.6
群馬県 78 1.5
埼玉県 296 5.9
千葉県 249 5.0

東京都
（人口規模最大） 538 10.7

神奈川県 371 7.4
新潟県 91 1.8
富山県 42 0.8
石川県 45 0.9
福井県 30 0.6
山梨県 33 0.7
長野県 80 1.6
岐阜県 80 1.6
静岡県 146 2.9
愛知県 293 5.8
三重県 71 1.4

都道府県 人数 ％
滋賀県 55 1.1
京都府 102 2.0
大阪府 350 7.0
兵庫県 218 4.3
奈良県 55 1.1
和歌山県 38 0.8

鳥取県 
（人口規模最小） 22 0.4

島根県 26 0.5
岡山県 74 1.5
広島県 110 2.2
山口県 55 1.1
徳島県 30 0.6
香川県 38 0.7
愛媛県 54 1.1
高知県 29 0.6
福岡県 199 4.0
佐賀県 32 0.6
長崎県 54 1.1
熊本県 68 1.4
大分県 45 0.9
宮崎県 43 0.8
鹿児島県 63 1.3
沖縄県 53 1.1
全体 5029 100.0

合計
未婚 初婚 再婚 離婚 死別 婚姻関係

あり
婚姻関係

なし

① ② ③ ④ ⑤ ②+③ ①+④+⑤

全体 5,029 33.2 54.3 4.5 6.7 1.3 58.8 41.2

男性 2,513 36.8 53.2 4.4 4.9 0.7 57.6 42.4

20代 343 89.2 9.5 0.3 1.0 0.0 9.8 90.2

30代 475 50.2 45.5 1.8 2.4 0.1 47.3 52.7

40代 682 38.1 51.9 4.7 5.2 0.1 56.6 43.4

50代 440 16.1 68.2 7.0 8.6 0.1 75.2 24.8

60代 572 8.4 75.8 6.7 6.4 2.7 82.5 17.5

女性 2,516 29.6 55.6 4.5 8.4 1.9 60.1 39.9

20代 546 64.8 31.7 0.7 2.5 0.3 32.4 67.6

30代 606 29.9 60.3 3.8 5.8 0.2 64.1 35.9

40代 552 25.0 57.2 7.2 10.0 0.6 64.4 35.6

50代 377 11.4 64.2 7.1 14.2 3.1 71.3 28.7

60代 435 6.6 69.3 4.7 12.5 6.9 74.0 26.0
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に求められるから」「義務だから」が増加傾向にある。
セックスの目的にこれほどの男女差、年代差があ

る状況で、異性間のセックスというのはうまく進む
のだろうか。わが国のセックスレス化の原因の一端
が、この点にあるようにも思われる。
「はじめて異性とセックスした年齢」を聞くと、
表４のように 20 歳未満での経験割合に男女差が顕
著であることがわかる。20 代から 50 代まで女性が
男性を超えている。男女差は 20 代 13.7 ポイント、
30 代 9.2 ポイント、40 代 8.3 ポイント、50 代 5.4 ポ
イントであり、特に若い世代で大きい。このような
データは男性の草食化が進んでいる証左とは言えな
いだろうか。

　男性の 41.5％がお金を「払った」ある
　いは　「もらった」セックス（性交渉）の
　経験がある

「これまでに配偶者（夫・妻）や恋人以外の人と
のセックス（性交渉）があったか」を聞くと、男性
の 55.1%が、女性の 34.9%が「あった」と答えてい
る。男性では年齢が上がるにつれ、「あった」の割合
が高くなるが、「女性」では若い世代ほど経験率が上
がっている。この男女の違いからは、人生経験の長
さとは無関係であることがわかる。「現在もある」と
男性の 7.5%、女性の 3.8%が回答しているが、50 代

表３�　あなたがセックスする目的とは？（性交経験のない人はイメージで）

表４�　はじめて異性とセックスした年齢

男　　性 女　　性

男性計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 女性計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代

合　　計 5,029 2,513 343 475 682 440 572 2,516 546 606 552 377 435

愛情を表現するため 71.5 72.2 64.0 69.1 76.5 69.3 76.6 70.8 75.3 74.0 71.9 67.7 62.3

性的な快楽のため 57.4 77.8 69.4 77.8 78.4 81.2 79.5 37.1 43.6 39.8 38.7 31.8 27.8

ふれあい（コミュニケーション）のため 56.1 52.8 45.1 51.9 56.9 54.3 52.2 59.4 63.2 64.7 57.4 57.9 51.1

子どもがほしいから 34.3 30.6 22.9 29.6 24.7 35.6 39.3 38.1 31.8 42.5 38.5 39.2 38.2

相手に求められるから 22.8 9.0 7.8 6.0 9.7 8.3 11.8 36.5 30.9 35.6 36.0 40.9 41.8

安らぐから 21.2 24.0 16.2 30.6 23.1 22.8 25.4 18.3 18.9 22.7 18.9 13.9 14.3

ストレスを解消するため 12.2 15.8 15.2 14.6 21.4 12.6 13.1 8.6 10.4 10.2 8.7 7.5 5.0

義務だから 4.6 2.5 0.7 3.4 0.7 4.0 3.8 6.8 2.8 6.3 6.8 10.2 9.7

相手を征服したいから 3.7 6.5 6.6 5.0 8.9 5.7 5.2 1.0 1.0 1.3 1.3 0.9 0.0

なんとなく 2.3 2.0 3.2 2.0 2.1 2.0 1.2 2.5 5.1 2.8 1.3 0.2 2.7

相手に強要されるから 2.1 1.0 0.3 0.9 1.0 2.0 0.6 3.2 2.9 2.2 4.9 1.8 4.3

その他 2.8 2.6 4.8 1.8 2.5 3.5 1.6 3.0 2.6 4.7 1.4 4.0 2.1

合計 10 歳
未満

10 歳
〜 14 歳

15 歳
〜 19 歳

20 歳
〜 24 歳

25 歳
〜 29 歳

30 歳
〜 34 歳

35 歳
以上 不明 20 歳

未満 平均 標準
偏差

男　

性

20代 343 1.8 3.0 37.7 36.1 6.9 0.0 0.0 14.5 42.5 16.5 7.7

30代 475 0.0 0.5 46.9 32.7 13.5 2.0 0.5 3.9 47.4 19.5 5.4

40代 682 0.0 2.0 39.8 37.7 12.3 4.6 1.6 2.0 41.8 20.6 5.3

50代 440 0.0 1.2 32.5 46.2 12.9 2.4 3.6 1.2 33.7 21.4 6.1

60代 572 0.0 0.1 29.3 52.5 12.9 3.0 2.2 0.0 29.4 21.5 4.8

女　

性

20代 546 0.2 5.0 51.0 29.0 4.3 0.0 0.0 10.5 56.2 16.6 6.4

30代 606 0.0 1.7 54.9 28.8 5.9 2.5 0.7 5.5 56.6 18.4 5.8

40代 552 1.9 0.6 47.6 34.8 6.9 4.1 2.1 2.0 50.1 20.0 5.9

50代 377 1.2 0.3 37.6 44.5 13.2 2.2 0.8 0.2 39.1 21.0 4.4

60代 435 0.0 0.0 13.7 64.9 17.9 1.0 1.8 0.7 13.7 22.5 5.4
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男性では１割近く、20 代女性は
4.7%となっている（図２）。

同様な質問を婚姻関係（初婚
・再婚）に向けたところ、「現在
もある」は男性で 6.6%、女性で
3.4%。男性では 20 代が 9.4%と
最も高く、女性では 40 代 5.4%、
50 代 4.9%という結果であった。
「これまでにお金を払ったあ

るいはもらったセックス（性交
渉）をしたことがあるか」を聞
いた（図３）。「ある」は男性の
41.5%、女性では 4.2%であった。
男性では年齢が上がるにつれ高
く、50 代、60 代では５割近くが、
女性では 20 代、30 代で６%を
超える経験のあることがわかっ
た。「現在もある」は男性の 30
代（6.0%）、50 代（5.9%）で平
均 4.0%であった。婚姻関係（初
婚・再婚）でも、「現在もある」
は男性の 2.9%、女性でも 0.5%
あり、男性では 20 代が 5.0%と
最も高く、女性は 40 代で 1.9%
を数えた。
「これまでに自分がまったく

望まないのに性的被害（ちかん
や強姦など）を受けたことがあ
るか」を聞くと、「受けたこと
がない」は男性で 91.3%である
ものの、女性は 55.7%であった

（表５）。「受けたことがある」内
容は、女性では「身体（性器、
胸、お尻）などを触られた」が
34.5%と多く、30 代、40 代の女
性では 4 割近くが被害者となっ
ている。次いで「相手の性器を
見せられた」が 17.8%（30 代女
性 22.2%）、「性器にさわるよう
に強制された」では 20 代女性
で１割と著しく高い。男性でも

「身体（性器、胸、お尻）など

図２�　これまでに配偶者（夫・妻）や恋人以外の人とのセックス（性交渉）があったか

図３�　これまでにお金を払ったセックス（性交渉）をしたことがあるか

表５�　これまでに自分がまったく望まないのに以下の性的被害（ちかんや強姦など）を受け
たことがあるか

合　
　

計
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（
腟
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そ
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受
け
た
事
が
な

い

男性 2,513 2.9 5.4 0.7 0.9 1.3 0.6 0.1 0.0 91.3

20 代 343 2.1 2.5 0.9 0.8 0.4 0.1 0.0 0.0 95.3

30 代 475 2.7 4.2 0.3 0.1 1.4 0.2 0.2 0.0 93.1

40 代 682 4.5 5.2 1.1 1.0 0.9 0.4 0.2 0.0 91.2

50 代 440 1.8 8.7 0.9 1.9 2.1 1.7 0.0 0.2 88.3

60 代 572 2.6 5.8 0.3 0.8 1.8 0.4 0.2 0.1 89.9

女性 2,516 12.5 34.5 17.8 5.4 1.6 3.4 3.4 0.3 55.7

20 代 546 14.3 31.7 13.7 10.0 3.6 6.2 6.7 0.2 57.2

30 代 606 11.2 41.6 22.2 5.8 1.1 3.3 3.0 0.3 47.8

40 代 552 15.8 40.0 17.9 5.7 1.6 3.7 3.0 0.5 51.4

50 代 377 10.3 28.7 19.8 1.4 0.3 1.3 1.9 0.3 60.1

60 代 435 10.0 26.3 14.9 2.3 0.9 1.3 1.8 0.1 66.7
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を触られた」経験が 5.4%にあり、年齢が上がると被
害割合が高い傾向にある。

　日本人の場合、避妊を男性に依存する
　姿勢が変わらない

男性の 47.2%、女性の 41.5%が、この１年間に「い
つも避妊している」「避妊をしたり、しなかったり
している」と回答。彼らに、「現在の主な避妊方法
はどれか」を聞くと、男女ともに「コンドーム」が
群を抜いてトップ（表６）。男性 94.6%、女性 88.2%
となっている。この傾向は、性交頻度が多いと思わ
れる 20 代、30 代の男性ではそれぞれ 97.7%、98.4%
と高率、20 代女性でも 94.3%となっている。次いで

「腟外射精法（精液を外に出すこと）」で男性 17.8%、
女性 13.5%であった。腟外射精については男女とも
に年齢が上がるにつれて多くなっている。このよう
に、日本人の場合、コンドームと腟外射精というよ
うに、男性が避妊の主導権を握っている実態が改め
て明らかにされた。

経口避妊薬（ピル）が 1999 年 9 月に発売されて
から 14 年が過ぎているが、女性では 7.1%が「現在
の主な避妊法」と回答。30 代の女性では１割を超
えて服用していることが明らかとなった。

　マスターベーションの「オカズ」：
　男性は「PC」、女性は「想像のみ」

「これまでに自分の性器を手や器具で刺激して快
感を求める、マスターベーション（自慰）をしたこ
とがあるか」を聞くと、男性では 95.6%、女性では
57.5%が「ある」と回答している。

さらに「この１か月間にマスターベーション（自
慰）をしたか」には、男性の 73.5%、女性の 43.1%
が「ある」と回答。20 代男性では 93.9%、30 代で
は 88.6%のように、若年ほど経験率が高いが、50 代
男性でも 69.2%、60 代で 45.0%がマスターベーショ
ンを行っている。一方、女性も男性同様若年ほど経
験率が高いが、50 代女性でも 23.3%、60 代女性も
13.8%であった。
「この１か月間の頻度」を聞くと、男性では「毎

日」が 7.5%、「週に１回以上」が 74.2%、女性でも
54.3%であった。「毎日」の回答は、20 代、30 代の
男性では 14.7%、13.3%と高い。

マスターベーション（自慰）の際、自分自身のた
めに使用するものは何かを聞いた（表７）。男性では
PC がトップの 59.4%、全年齢層で高率であった。次
いで「テレビ（DVD を含む）」18.8%。30 代、40 代

表６　この１年間、異性とのセックス（性交渉）の際に、「いつも避妊している」「避妊をしたり、しなかったりしている」と回答された方
　現在の主な避妊方法はどれか（２つまで選択）
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避
妊
薬
（
ピ

ル
：
飲
む
避
妊
薬
）

不
妊
手
術
（
男
性
）

不
妊
手
術
（
女
性
）

そ
の
他

男性 1,063 94.6 2.0 0.8 17.8 0.2 0.5 0.1 1.9 0.5 0.3 0.5

20 代 139 97.7 1.7 0.9 13.7 1.6 0.7 0.4 0.5 0.0 0.0 0.0

30 代 243 98.4 1.2 0.9 12.0 0.0 0.4 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0

40 代 372 96.3 1.5 0.4 16.7 0.0 0.0 0.0 1.7 0.1 0.1 0.0

50 代 164 90.9 2.9 1.4 23.8 0.0 2.2 0.2 3.3 0.5 1.1 0.3

60 代 145 85.2 3.9 0.9 27.6 0.2 0.0 0.0 2.9 3.2 0.6 3.4

女性 961 88.2 5.2 3.1 13.5 0.9 0.1 0.7 7.1 0.1 1.0 0.4

20 代 274 94.3 3.8 1.9 9.9 0.9 0.2 0.0 4.9 0.0 0.0 0.0

30 代 318 87.7 7.3 3.3 10.5 0.4 0.0 0.6 10.1 0.0 0.4 0.2

40 代 243 81.2 2.7 4.8 19.8 1.1 0.0 0.6 8.0 0.4 2.2 0.0

50 代 91 89.8 10.3 2.1 20.6 0.0 0.0 3.3 0.5 0.4 2.0 1.7

60 代 35 87.8 2.3 1.0 7.4 6.5 0.0 1.6 6.7 0.0 3.5 4.7
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人以上」と回答した割合、言い換えれば「浮気」と
思われる割合は 20 代男性が 46.8%と最多、40 代でも
27.1%、60 代 23.1%と続く。女性では 20 代 14.2%、
40 代 10.6%という結果であった。20 代では「この 1
年間」に結婚された回答者もあり、結婚前の異性と
の性交人数が反映されている可能性を否定できない。

　最も好む体位は「正常位」。
　若い男性ほど騎乗位を好む傾向に

男性は当人、女性の場合は相手の男性の「１回
の射精までの挿入時間」を聞くと、３分以内が男性
8.8%、女性 7.9%、４分から 10 分以内男性 50.1%、女

表８�　この１年間（初めての性交から１年以内の場合にも１
年間として）で、もっとも頻繁にセックス（性行為）を
行っているパートナー（相手）の年齢（歳）

表９�　（婚姻関係にある男女）この１年間で、何人の異性とセ
ックス（性交渉）したか　　�　（婚姻関係＝初婚＋再婚）

表７�　マスターベーションの時に主としてつかう「オカズ」
とは？

で 20％を超えている。20 代では「スマホ」が 22.0%
と高く、50 代、60 代では「想像のみ」の割合が他
の年齢層に比べて高い。女性では「想像のみ」が
48.5%と高率で、特に 40 代 65.6%、50 代 71.2%、60
代 75.7%であった。「スマホ」は 20 代で 47.1%、30
代 20.4%と目立っている。

　この 1年間の異性とのセックス相手、
　年齢差が最も大きいのは 60 代男性

「この１年間（初めての性交から１年以内の場合
にも１年間として）で、もっとも頻繁にセックス

（性行為）を行っているパートナー（相手）の年齢
は何歳ですか」と尋ねた（表８）。中央値をみると、
回答者の年齢と同じ年代となっていることがわか
る。60 代男性の場合に標準偏差が 12.0 歳と最も大
きく、相手との年齢差の幅が大きいものと思われ
る。標準偏差でみると、若年ほど相手との年齢差が
小さい特徴があるようだ。
「この１年間で、何人の異性とセックス（性交渉）

したか」と聞くと、「１人」が男性の 68.6%、女性
の 86.4%という結果であった（表９）。「２人以上」
との回答は男性の 31.4%、女性の 13.6%。「２人以上」
について年齢階級別にみると、その割合は男女とも
に年齢が上がるにつれ低くなっている。

その一方、婚姻関係にある男女については、「２

　

合　

計

テ
レ
ビ

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
含
む
）

Ｐ
Ｃ

ス
マ
ホ

雑
誌

漫
画

想
像
の
み

そ
の
他

男性 1,765 18.8 59.4 8.3 1.2 1.1 10.8 0.4
20 代 293 5.7 63.3 22.0 0.2 2.9 5.9 0.0
30 代 398 20.2 59.7 10.7 0.3 0.7 7.4 1.0
40 代 528 24.7 58.2 6.1 0.9 1.1 8.4 0.6
50 代 297 19.1 57.3 2.4 1.9 0.6 18.5 0.2
60 代 249 19.1 58.2 0.5 4.0 0.0 17.9 0.3
女性 623 4.1 15.2 23.9 0.3 4.1 48.5 3.9
20 代 206 1.6 9.4 47.1 0.0 5.5 31.8 4.6
30 代 199 3.8 21.6 20.4 0.5 5.6 43.7 4.4
40 代 135 7.8 13.6 7.8 0.0 1.8 65.6 3.4
50 代 54 5.0 16.3 2.3 2.0 1.7 71.2 1.5
60 代 30 5.0 17.3 0.0 0.0 0.0 75.7 2.0

件 

数
平 

均
分 

散
標
準

偏
差

最
大
値

最
小
値

中
央
値

3,023 40.1 148.7 12.2 78.0 11.0 39

男 　

性

20代 160 24.6 21.5 4.6 53.0 11.0 24
30代 331 32.6 33.2 5.8 52.0 18.0 33
40代 469 38.7 60.7 7.8 57.0 18.0 40
50代 283 45.5 90.2 9.5 72.0 16.0 49
60代 318 53.1 142.9 12.0 76.0 15.0 58

女 　

性

20代 376 28.2 32.9 5.7 58.0 15.0 27
30代 451 36.0 34.3 5.9 59.0 15.0 35
40代 353 44.8 53.3 7.3 71.0 16.0 45
50代 173 53.9 36.1 6.0 70.0 19.0 55
60代 108 61.9 97.0 9.8 78.0 20.0 64

合　

計
１
人

２
人

３
人
４
人

５
～
９
人

10
～
19
人

20
～
49
人

50
～
99
人

100
人
以
上

２
人
以
上

男　

性

20代 25 53.2 31.7 0.0 4.6 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 46.8

30代 160 80.9 8.5 3.6 3.4 2.8 0.8 0.0 0.0 0.0 19.1

40代 260 72.9 8.9 6.1 2.7 6.8 0.6 1.7 0.0 0.3 27.1

50代 218 78.9 7.8 6.0 1.4 4.9 0.0 0.1 0.4 0.5 21.1

60代 239 76.9 7.4 5.9 1.6 5.4 1.7 1.1 0.0 0.0 23.1

女　

性

20代 130 85.8 3.2 4.8 3.2 1.8 0.0 1.2 0.0 0.0 14.2

30代 280 91.9 3.6 2.1 0.5 1.7 0.2 0.0 0.0 0.0 8.1

40代 231 89.4 2.9 0.9 0.3 3.7 0.8 2.0 0.0 0.0 10.6

50代 114 97.2 1.2 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.4 2.8

60代 79 95.1 0.4 0.0 0.5 3.0 0.0 0.0 1.0 0.0 4.9
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年者ほど後背位を好む傾向が強い。40 代、50 代の
「熟女」が他の年齢に比べて伸長位（女性は仰向け
に寝てまっすぐ足を伸ばす）を好む傾向がある。

　�１か月間セックスがない、いわゆるセ
ックスレス。婚姻関係にある男女と
も、理由のトップは「面倒くさい」。
年代による特徴が！

未既婚を問わず、この１か月間にセックスがない、
いわゆる「セックスレス」の割合は男性では 30.8%

（既婚 30.0%、離婚・死別を含む単身 35.9%、未婚
31.2%）、女性は 34.0%（既婚 34.0%、単身 32.5%、未
婚 36.3%）という結果だった。今回の調査対象者に
ついては、未婚・単身・既婚でのセックスレス傾向
にはさほど違いがない。

筆者は、婚姻関係にありながらセックスレスで
あることを疑問視している。初婚と再婚を加えた
婚姻関係にある者について、セックスレスの割合
をみると男性では、年齢とともに高くなり、20 代
19.5%、30 代 25.1%、40 代 24.7%、50 代 33.3%、60
代 36.6%、女性については年齢による違いはなく、
全年齢で３割を超える結果であった（図４）。

婚姻関係にある男女別に「セックスに対して積極
的になれない理由」を聞くと、男性では「面倒くさ
い」「仕事で疲れて」「相手がいない」「勃起障害（ED）
に対する不安がある」の順、女性の場合も「面倒く
さい」がトップ。「出産後何となく」「仕事で疲れて
いる」が続く。さらに、年齢階級別にみると、興味

性 53.6%で、カップリング調査ではないもののほぼ
同程度の回答となっている（表10）。「３分以内」と
の回答は、60 代男性、50 代、60 代女性では 10%を
超える結果だった。特に女性では年齢が上がるにつ
れ「３分以内」と認識している割合が高いようだ。
「あなたが最も好む性交体位」を聞いた（表 11）。

男女ともに「正常位」を挙げるものが多く、男性
68.0%、女性 74.6%。年齢が上がるとその割合が増
える。次いで、男性では後背位（バック）14.7%（女
性 11.7%）、騎乗位（女性上位）13.3%（女性 6.9%）
となっている。20 代男性は後背位を特に好み、騎
乗位は若年者ほど好むことがわかる。女性では、若

表10�　１回の射精までの挿入時間は？

表11�　最も好む性交体位は（１つ選択）

合計 ３分以内 10 分以内 30 分以内 それ以上

男性 1,569 8.8 50.1 36.1 5.0

20 代 163 7.5 41.9 44.9 5.7

30 代 332 9.2 53.9 31.9 5.0

40 代 469 8.9 44.8 42.1 4.2

50 代 286 7.6 53.8 32.6 6.0

60 代 319 10.2 54.7 30.2 4.9

女性 1,464 7.9 53.6 32.0 6.5

20 代 377 4.8 55.2 32.9 7.1

30 代 452 5.7 51.8 35.7 6.8

40 代 353 6.2 55.9 32.1 5.8

50 代 174 17.0 55.2 19.9 7.9

60 代 108 17.9 45.4 32.6 4.1

合
計

正
常
位

伸
長
位
（
女
性

は
仰
向
け
に
寝

て
ま
っ
す
ぐ
足

を
伸
ば
す
）

騎
乗
位
（
女
性

上
位
）

後
背
位
（
バ
ッ

ク
）

側
位
（
男
女
が

横
向
き
）

こ
こ
に
は
な
い

男性 1,569 68.0 1.9 13.3 14.7 2.0 0.1

20 代 163 57.5 2.0 17.1 22.0 1.4 0.0

30 代 332 70.2 0.6 14.7 14.2 0.2 0.1

40 代 469 69.8 1.0 15.9 11.9 1.2 0.2

50 代 286 67.9 2.8 10.5 16.2 2.4 0.2

60 代 319 69.4 3.5 8.3 14.1 4.7 0.0

女性 1,464 74.6 3.1 6.9 11.7 2.5 1.2

20 代 377 73.2 1.7 7.2 13.8 2.1 2.0

30 代 452 73.1 0.6 9.1 12.6 2.7 1.9

40 代 353 76.0 5.0 3.9 11.8 3.2 0.1

50 代 174 72.3 8.9 8.5 8.2 1.5 0.6

60 代 108 85.2 2.8 3.8 5.7 2.5 0.0

図４�　婚姻関係にある男女のセックスレス（１か月間セック
スがない）割合（％）
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深い結果が見えてくる。男性では、「面倒くさい」は
50 代、60 代に、「仕事で疲れている」は 30 代から
50 代に、「出産後何となく」は 30 代に、「勃起障害

（ED）に対する不安がある」が 20 代で 16.1％、60 代
で 23.9%、と高い。女性では「面倒くさい」が 40 代
から 60 代で顕著に増加、その一方「セックスより趣
味など楽しいことがある」が 50 代、60 代で増加、「出
産後何となく」は 20 代、30 代で増加するなど特徴
に偏りがある（表12）。これらの結果は、それぞれ
の年代が抱える問題が浮き彫りにされているように
も思われる。
「セックスに対して積極的になれない理由」につ

いては、男女各世代とも「その他」の回答が少なく
ないので、自由記載例をみると、男女ともに「妊娠
中」という文字が目立った。

　この１年間（１年以内にセックス経験が
　ある女性）オーガズム（絶頂感）を感じ
　る割合が高かったのは60代女性で 99.2％

オーガズムを「いつも感じる」「だいたい感じる」
「ときどき感じる」「たまに感じる」を加えた「感じた
ことのある」女性の割合は 81.1%。その割合は、年
齢が上になるにつれて高くなっている（図５）。ち
なみに、60 代 99.2%、50 代 84.9%、40 代 88.4%、30
代 77.8%、20 代 71.3%という結果であった。これを
婚姻関係別にみると、未婚女性（70.6%）、既婚女性

表12�　婚姻関係にある男女・年齢階級別にみた「セックスに対して積極的になれない理由」

図５�　今までセックスでオーガズム（絶頂感）を感じたこと
があるか

全体
男　　性 女　　性

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代
合計 554 5 41 64 73 89 45 89 82 40 27
面倒くさい 28.6 3.6 16.4 18.0 23.3 41.8 11.6 18.7 44.2 40.5 44.4
仕事で疲れている 14.8 9.9 20.1 22.5 22.7 6.1 18.9 13.9 15.1 9.2 0.0
出産後何となく 10.0 10.9 25.0 5.5 0.6 0.0 23.0 24.2 10.2 0.0 2.3
相手がいない 7.2 0.0 5.4 10.3 14.0 9.9 1.9 9.0 0.4 0.0 11.8
家が狭い 6.4 0.0 8.9 11.2 8.5 2.3 0.0 1.9 9.6 17.1 0.0
セックスより趣味など楽しいことがある 5.1 0.0 2.9 3.6 9.2 9.0 0.0 0.0 1.2 18.5 6.5
勃起障害（ED）に対する不安がある 5.1 16.1 0.0 3.2 4.0 23.9 0.0 0.9 0.0 0.9 0.0
セックスに際して痛みがある 3.8 0.0 0.0 0.0 0.9 1.9 1.1 12.1 1.5 3.5 17.0
家族（肉親）のように思えるから 2.9 0.0 1.2 6.0 6.8 0.0 1.4 3.8 0.4 5.6 0.0
相手の一方的なセックスに不満がある 1.7 0.0 0.0 1.5 1.1 0.0 0.0 7.0 1.4 0.7 0.0
妊娠することへの不安が強い 0.5 0.0 1.2 2.1 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0
その他 13.9 59.5 18.9 16.1 8.9 5.1 42.1 7.6 16.0 4.0 18.0

（84.4%）、離婚・死別を加えた単身女性（84.1%）が
「感じたことがある」と回答しており、未婚者の経験
率が低い。
「あなたが最もオーガズム（絶頂感）を得やすいの

はいつですか」と聞くと、「セックスの最中」との回
答が 68.7%とトップだが、年齢が上がるにつれてそ
の割合が高くなっている（表13）。一方、若年では

「自分でマスターベーション（自慰）をしている時」
での割合が高く、20 代 23.2%、30 代 19.8%となって
いる。60 代女性では、「相手とのマスターベーション

（自慰）の最中」との回答が「自分でマスターベーシ
ョン（自慰）をしている時」を超えていた。30 代女
性では「相手と性具（快感を得るために使うバイブ
レーターやオトナのオモチャなど）を使っている時」
に、20 代女性は「自分で性具（快感を得るために使
うバイブレーターやオトナのオモチャなど）を使っ
ている時」にオーガズムを感じることが多いという
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結果であった。

　都道府県別比較

各種項目について 47 都道府県間の比較を試みた。
統計的に有意な差を認めたのは、「セックスの目的

表13�　オーガズム（絶頂感）を最も得やすいのはいつか

を「ふれ合い（コミュニケーション）」と考える（イ
メージする）割合」（図６）と「１か月以上セック
ス（性交渉）が行われていない（セックスレス）割
合」（図７）の２項目のみであった。マップは色分
けが施されているが、これは四分位数によるもので
ある。四分位数とは、データを小さい順に並べて、
下から 1/4 のところのデータを第１四分位数、2/4
のところのデータを第２四分位数（これは中央値と
同じ）、3/4 のところのデータを第３四分位数とい
う。そして、第１四分位数、第２四分位数、第３四
分位数をまとめて、四分位数という。

　まとめ

日本家族計画協会では 2002 年から 2012 年まで 2
年ごとに「男女の生活と意識に関する調査」を実施
しているが、本年９月に予定されている調査が７回
目を数える。内情は日本人の性意識・性行動を調査
するものであり、層化二段無作為抽出法によってサ
ンプルを抽出し、訪問留置回収という手法をもって
実施している。データの信憑性は極めて高いが、莫
大な経費と時間を必要とすること、訪問調査である
ために性意識・性行動調査とはいえ踏み込んだ質問
は難しい。一方、インターネットによる調査では、経
費も格安で短期間で行える利点があるとともに、相
当突っ込んだ質問にも気軽に答えてもらえる。もち
ろん、データの信憑性には難点があることは疫学調
査を行っている専門家が異口同音に指摘することで
ある。読者の皆さんには、インターネット調査の利
点と欠点を十分承知の上で、この調査結果の概要を
ご覧いただき、調査内容やその結果について忌憚の
ないご意見を下記にお寄せいただければ幸いである。

（一般社団法人日本家族計画協会家族計画研究センター　

kitamura@jfpa.or.jp）

全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代

セックスの最中 68.7 61.1 64.6 72.8 72.8 82.0

自分でマスターベーション（自慰）をしている時 17.2 23.2 19.8 14.8 12.8 6.6

相手とのマスターベーション（自慰）の最中 5.5 5.2 6.0 4.2 6.2 7.9

相手と性具（快感を得るために使うバイブレーターやオトナのオモチャなど）を使っている時 4.8 4.2 6.6 4.1 5.0 2.5

自分で性具（快感を得るために使うバイブレーターやオトナのオモチャなど）を使っている時 3.7 6.3 3.0 3.8 3.2 0.3

その他 0.1 0.0 0.0 0.3 0.0 0.7

図７�　１か月以上セックス（性交渉）が行われていない
　　（セックスレス）割合

※�濃い色ほど、１か月以上セックス
が行われていない（セックスレス）
割合が高い（統計的有意差あり）

図６�　セックスの目的を「ふれ合い（コミュニケーション）」
と考える（イメージする）割合

※�濃い色ほど割合が高い
（統計的有意差あり）
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月経はデトックス、出産はさらなるデトックス
隔月連載２

の性 の性 早乙女智子
神奈川県立汐見台病院
産婦人科産科副科長

おそらくほとんどすべての答えが「おちんちん」に
ある男性と比べると、子宮？　卵巣？　膣？　いやい
や、クリトリスでしょ！　と女性の性は一つに絞れな
い豊かさがありそうです。デトックス？　毎日してい
るよ、と岩室先生からの返歌がきそうですが、それは
さておき。

＊　　　＊
先日月経に関する研究会に出席しました。月経記録

を一生つける、というのは大変興味深い話ですが、自
分がつけることを考えると挫折しそうです。基礎体温
も本当は生まれた時からつけてみたら、何％の女性が
初経前に排卵するか調べることができますが、少なく
とも小学生から閉経まで基礎体温をつけてもらうとい
うのも現実的ではありません。

健康調査として、あるいは月経の観測と言う点で意
味のないことではありませんが、女性の体は月経や妊
娠・出産で管理されやすいことが気になります。女性
にばかりそのような記録を強いるなら、男性にも健康
管理のために初精とでも言うべき「初めての射精」や

「最後の射精」（閉精？）を記録すべきでしょう。
そして「ペニスの朝立ち記録」や「射精記録」をつ

けてもらい、できれば精子数も日々カウントしたほう
がいいということになるのではないでしょうか。妊娠
させる能力が何歳から何歳まであるかもわかります
し、男性の動脈硬化の指標にもなるはずです。女性の
体は管理されやすい、管理すべきである、妊婦健診で
データが取りやすい、という一方で、男性の性の健康
はあまり管理もされず顧みられていないようにも思い
ます。

＊　　　＊
もちろん、誰でも自分のからだの仕組みについて知

ることは大切です。特に女性のからだの仕組みは複雑
でわかりにくいのですから、仕組みについての説明を
受けたり理解することは重要です。更年期の女性で
も、自分がどのように閉経を迎えるのか知らず、情報

はたくさんあっても教わる機会がないと自分のことだ
と認識していない方が目立ちます。まして初経の迎え
方やその対応、受け止め方などは周りの大人が折に触
れて語って伝えなければわかりません。

月経についての語りは、親からは大変なもの、学校
では大事なもの、とだけ教わるのでしょうが、月経の
成り立ちやその意味を知れば面白さがわかって受け入
れ易いでしょうし、受け入れないならピルなどのホル
モン剤でコントロールしてしまう方法もあります。性
同一性障害の当事者なら、思春期から専門家を受診し
て経過を追い、場合によっては二次性徴を止める治療
も今はあるのです。

＊　　　＊
「月経周期」として語られるホルモン変化の重要な

ポイントは、実は「排卵周期」にあります。私たちは
血が出るからその日を月経として認識します。出血が
始まった日を月経初日としてそれが次の周期の始まり
としています。この日は受精卵の着床が起こらず、赤
点報告として妊娠しなかったことを表しているだけ
で、月経は目的と言うよりは妊娠しなかった結果で
す。

よく月経は健康のバロメーターなどと言いますが、
本当のバロメーターは排卵の有無ですから、実は基礎
体温をつけないとわからないし、月経周期が規則的で
も無排卵のこともあります。基礎体温では排卵を推測
することができますが、卵胞が破れない卵胞非破裂症
候群もありますから、基礎体温で二相性になっていて
も実は排卵の根拠としては不十分です。

一般的に、思春期に入り、年に数回以上膣からの出
血があれば月経があるとみなされ、初経から数年後に
は排卵が始まると言われています。毎月のように出血
と共に子宮は子宮内膜を排出し、新たな内膜を育てま
す。思春期は 8 〜 18 歳頃とされ、平均では 11 歳く
らいで初経を迎えます。高校生になっても月経がこな
ければ、原発性無月経として検査をしますので、婦人
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科を受診したほうがいいでしょう。
月経は血が出ることだと思っている人が多いのです

が、着床が起こらず黄体が退縮して黄体ホルモンが減
少し、維持できなくなった子宮内膜を排出するデトッ
クスなのです。毎月のようにリセットをかけ、ホルモ
ンバランスを整える仕組みは、毎月生まれ変わる月の
満ち欠けに似て神秘的でもあります。一緒に生活して
いると月経周期が同期してくることはよくあること
で、それも月の力に導かれているのかも知れません。

＊　　　＊
子宮内膜は、緻密層、海綿層、基底層に分かれてお

り、１ミリ程度の基底層は剥がれずに残り、また次の
内膜が再生していきます。子宮内膜の厚さはその前月
のホルモン状態を反映するので、月経量にばらつきが
あるということは、ホルモン状態の変化を示している
ことになります。

思春期と更年期は生物学的に加齢変化を起こす時期
ですから、ばらつくのは当然のことです。20 代から
40 代の比較的安定した時期では、子宮筋腫や子宮内
膜ポリープなど器質的疾患の影響だけでなく、精神的
変化やストレスなどでも月経量や出方が変わります。
ですから、「婦人科占い」ができるほど、月経の変化
でパートナーとの関係性までわかります。

霊長類のメスだけにあると言われる月経ですが、動
物学者の話によると、これは侵入してきた精子の排除
行為でもあるようです。妊娠は双方の愛の産物、であ

りたいところですが、「性」の基本は個人
の生理的欲求であるとするならば、メス
は何とかしていい精子が欲しい、オスは
何とかしてメスに子どもを産んでもらい
たい、その駆け引きは愛だけでは語れな
いようです。

月経そのものは手当てが面倒だったり、
月経痛など体の不調、あるいは月経周期
に伴う変調に悩まされることも少なくあ
りませんが、女性の体に与えられた課題
として受け止めることができれば、こな
す面白さもあるかも知れません。月経前
の弱った時期から、月経後の爽快な気分

の変化、月経で内膜が剥がれる痛みとそれが出てすっ
きりする体。そしてその先に与えられた人生最大とも
いえる出産という試練は、子宮という小宇宙をフル活
用した、知らない自分に会える旅である最大のデトッ
クスともいえるでしょう。　　

＊　　　＊
月経で生活を管理され、妊娠に女性が閉じ込められ

ると考えると、女性性を楽しむことは難しいかも知れ
ません。月経で自分を知り、毎月のようにデトックス
を行ってリセットをかけ、その延長上に出産という大
オーガズムがある、と教わっていれば、女性はもっと
自分を受け入れやすくなるのではないでしょうか。妊
娠したら困る性なんてその仕組みに失礼な話で、だか
らこそもちろん自分で妊娠するかしないかその時期な
どを自分で決める必要があるわけで、妊娠できない男
性主導でことを進めることはないと思います。

自分の人生は自分で決める。女性にとっては産むか
産まないか、いつ産むかなどのリプロダクティブヘル
スに関わることは、人生にとって大変重要なポイント
ですから、もっと自分らしく産むことを考えて欲しい
と思っています。

しかしながら、「女性の体を管理する」発想がそこ
ここに潜んでいる社会の闇に引きずられて、意味もな
く苦労している女性に出会うことは決してまれではあ
りません。女性がその人らしく母になることでその子
らしい子どもに育つ、そんな正の連鎖を期待したいと
ころです。

月経周期

周期日数� 25 ～ 38日（変動が６日以内）�
月経日数� 3 ～ 7日（平均 4.6 日）�
月経量�� 20 ～ 140 ミリリットル�

24 日以内の場合   頻発月経 
38 日以上の場合   稀発月経 
18 歳以上で初経がない場合 原発性無月経 
３か月以上月経がない場合 続発性無月経（妊娠を除く）
月経量が多い場合　　過多月経 少ない場合　過少月経
月経期間が長い場合　過長月経 短い場合　　過短月経　
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　　もてぎ　てるのり
女子栄養大学大学院栄養学
研究科保健学専攻博士後期
課程修了、博士（保健学）

第15回 戦後初期の高等学校「生物」「家族」「時事問題」教科書
における性教育関連記述

前回は、『中等学校保健計画実施要領（試案）』（1949 年

11 月）の「成熟期への到達」に、性教育に大きく関連す
る内容が示され、これに準拠した保健の教科書が 1951
年度から使用され始めたことを述べました。『中等学校
保健計画実施要領（試案）』は、編集委員に理科、社会科、
家庭科、それぞれの文部省教科書局の担当文部事務官も
加わっており、健康教育の方法について、「理科、社会
科、家庭科の中には、健康に関係ある教材が非常に多い。

（中略）健康教育は、一つの限られた教科で指導するだけ
でなく、教科のそれぞれの関係のある場所で徹底的に指
導することがより効果的である」と述べられているとお
り、健康教育を関連教科との連携の上に進めていこうと
する方針がうかがえます。

実は、この頃の高等学校の教科書には、保健だけでは
なく、理科の生物、社会科の時事問題、家庭科の家族と
いった科目（1）にも、遺伝や結婚など性教育に関連する事
柄が掲載されています。これらの科目は、1949 年 6 月に
体育科が保健体育科に改められ科目化された保健より先
の、1948 年 10 月に文部省学校教育局長より通牒された

「新制高等学校教科課程の改正について」（発学 44 号）に
おいて登場しています。つまり、保健という健康教育を
専門的に扱う科目が成立する前に、理科、家庭科、社会
科といった教科に分散あるいは重複して健康教育に関す
る内容が記載されたと想像することができます。この経
緯については、より詳しく整理する必要があるのですが、
機会をあらためることとし、以下から、これらの教科書
における性教育に関連した記述を紹介したいと思います。

例えば、「生物」の教科書では、「性病」についての記
載がみられます。『高等学校理科 生物の教室（下）』（実

教出版 1952 年）では、性病を説明する項で、「梅毒・りん
病・軟性下かん・第四性病」の病変について説明したう
えで、「性病を防ぐには、純潔を保ち、正しい結婚生活
をすることである」と「性病」を防止するという観点か
ら、「純潔」の重要性が強調されています。また、優生
学についての記述も目立ち、『自然の探究 生物下』（中教

出版 1953 年）では、バッハの家系図とともに「才能も遺

伝するものであり、ダーウィン家の家系や狩野元信や探
幽の家系は、りっぱな才能を伝えているものであり、バ
ッハの家系は、音楽の才能の家系として有名である」

（p.359）と述べられています。
社会科の「時事問題」の教科書では、「結婚」を扱う

単元において、以下のように、男女の平等という観点か
ら「純潔」の重要性が述べられています。「結婚後夫婦
は互に貞節を守るべきことは、いうまでもないことであ
るが、青年時代には青年のもつ高い理想によって衝動を
たくみに制御して、りっぱな家庭生活への精神的基礎を
養っていくために純潔を守ることはたいせつである。（中

略）純潔の問題が常に女子を対象としてのみ考えられて
いたことは、両性の本質的平等の立場からも不合理この
上もないことである。」（高等教育研究会編『世界の動きと日

本』中等教育研究会 1951 年 p.65）。また、日本の人口問題（人

口過剰による食料不足や雇用の喪失など国力の低下）について
も論じられており、「産児制限」の可否について解説し
ている教科書もあります（『高等学校時事問題』自由書院 1951

年 pp.170-174）。
そして、家庭科の「家族」の教科書にも、「結婚」に

ついて取り上げる単元があります。例えば、『家族』（中

教出版 1949 年）では、「結婚の準備」という単元があり、
性病、恋愛、遺伝と優生（優生学）について解説し、「恋
愛結婚は、よい結婚の一つであるには相違ないが、優生
学の教えるところに反しないような条件が加わらなけれ
ばならない」などと述べられています。また、『家族 I』

（実教出版 1955 年）では、「結婚の資格と準備」という単元
に、「男女の交際」「自制と純潔」といった項があり、オ
ールズ婦人『家庭と性教育』などが引用され、男女交際
における「純潔尊重」が強調されています（p.39）。

【注】
（1 ）高等学校の生物、時事問題、家族は、いずれも選択科目

で、千葉県の普通課程の高校生における調査では、履修
率は以下のとおりです。生物…80.5％（男子 81.3%、女子
79.9%）、時事問題…26.9％（男子 37.4%、女子 15.3%）、家族
…2.5%（男子 0%、女子 4.8%）。（芦野孝一「千葉県における
高校選択科目（通常普通課程）の実際について『中等教育資
料』１巻 3 号 1952 年３月）
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性教育に対する「寝た子を起こすな」という批判は、
21 世紀になった今日でもなくなる気配がない。筆者は、
最近では、これを社会の保守性や未熟にだけ帰するのは
どうも違うような気がしている。むしろそういう反動
は、「性もといエロティシズムとは、一度、日常（社会）
から排除したものへの再帰的な嗜好」という本質ゆえ
の帰結ではないか。とはいえ、現在の性をめぐる状況は、
HIV ほかの性感染症の拡大やら、妊娠中絶の驚くような
実数やら……そんな悠長なことをいっていられる余裕は
ない。

そうした実態についてもっとも理解しているのは、や
はり、産婦人科という現場にいる医療従事者だろう。本
書は 15 年にわたり、少女たちの性と関わり合ってきた
女性医師による性教育の問題提起であり、それゆえに行
間に切迫さがあふれている。「……その頃勤務していた
病院の周辺の地域では、早くから性体験を持つ女の子た
ちが少なくありませんでした。小学生にもかかわらず性
感染症にかかった子、12 歳で妊娠して 13 歳で出産した
子など、まるでドラマのなかのような出来事が現実に起
こっていたのです」。

性教育の困難さは、事柄がセンシティブなだけにどう
しても表現が当たり障りのない、リアリティに欠けるも
のになってしまうこと。そうすると、とたんに他人事の
ように感じられて、そこから学ぼうという意欲は失われ
る。多くの人にとって、学校での性教育が「うっすら記
憶にあるが、何を勉強したのか憶えていない」という現
実は、学校という現場の限界にも関わるはずだ。

一方、本書が有用なのは、日本性教育協会の調査など
客観的なデータが提示されている上に、独自の取材によ
る少女たちのコメント、対談など生の声が活かされてい
るところだろう。著者は、少女たちの生の声に応えるか

たちで様々な性の問題について考察していく。子どもた
ちが基本的な性の知識や、自分自身の身体について知ら
ない現実。とくに女子に、男性の誘いに抗えず主体性が
ないままにセックスしてしまう傾向があること。ティー
ンエイジャーの少女が簡単に性産業に呑まれてしまう風
潮。アダルトビデオの影響による弊害。家庭に居場所が
ないことで異性との関係に背中を押されてしまう思春期
の子……これでもかというくらい考えるべきテーマは多
い！

産婦人科医として著者の扱った事例には、家が貧乏
で「無保険」だったために病院へ来ることができず、緊
急搬送で出産した女子高校生までいた。家庭が貧しくて、

「彼女は恐らく何ヶ月もお風呂に入っていないだけでな
く、歯磨きもしていないようでした。……そうした家庭
の状態から逃れるために、高校へは毎日通っていたそう
です。私がまず驚いたのは、学校では誰も彼女の異常な
状況に気づいてあげられなかったのだろうか、というこ
とです」

そんな今の日本社会に憤慨する著者の主張は、家庭
ではなるべく親子のコミュニケーションを充実させ、性
的な話題も躊躇せずに交わせるようにしておくこと。そ
して、学校教育で性的な知識をしっかりと教えておく必
要。そういう考え方は常識的でもあるし、これまで性教
育を実践してきた先達と変わらない。けれど（宋氏も記
しているように）性という人生や人間性に関わる領域ゆ
え、その教育を「ふつうの先生」に押し付けるのは無理
があり、むしろ学校に助産師や医師を招いたほうが効果
もあるかもしれない。あるいは、時代に合ったかたちで、
ネット上に相談や啓蒙の窓口を設けておくことも早急に
検討されるべき課題だろう。

そしてそうした実践を可能にするためにも、親たちと
現状を共有すべく、本書は実に役に立つ。そう、まずは、
上の世代を教育するところからはじめなければならない
のが、性教育の第一歩に違いない。　 （作家　伏見憲明）

性教育の第一歩

少女はセックスを
どこで学ぶのか
宋美玄 著
徳間書店
1000円＋税
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全国性教育研究団体連絡協議会

第 44回 全国性教育研究大会

会　場

定員・参加費・問い合わせ

未来に向かって『生』と『性』を大切に生きる児童生徒の育成
　    

１日目：13：00～ 13：30　開 会 行 事　挨拶・祝辞・次期開催地紹介

�13：40～ 14：10　開催地報告

14：20～ 15：00　基 調 講 演 「学校における性に関する教育の指導のあり方」森　良一（予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課教科調査官）

15：10～ 16：30　特 別 講 演 「平民宰相　原敬の妻アサに見る生と性」大槻由生子（一人芝居演者）

２日目：９：30～ 12：00　分 科 会 「小学校における性教育の実践」「中学校における性教育の実践」「高

　　　　　　　　　　等学校における性教育の実践」「特別支援学級・学校における性教

　　　　　　　　　　育の実践」「復興教育の推進に向けた性教育の実践」

　　　　13：30～ 15：00　課題別講義 「これからの学校教育における性に関する指導の在り方」林　英雄（北

海道性教育研究会会長）、「思春期外来から見た青少年の性に関する課

題」秋元義弘（岩手県立二戸病院産婦人科長）、「生と性を考えること

を基盤とした性教育の取組」仁木雪子（八戸学院短期大学看護学科学

科長）、「性教育における関係機関との連携」三浦康男（全国性教育

研究団体連絡協議会副理事長）、「性とメディアリテラシー」向川原学（岩

手県警察本部生活安全部少年課少年企画補佐兼少年サポートセンター所長）

15：10 ～ 16：00　実 践 発 表 「自己肯定感を高め、人間関係力を育む性教育をめざして～命を大切

　　　　　　　　　　　　　　　　にする授業実践から～」今井一紀（札幌市立厚別東小学校教諭）

���「『2014 年東京都児童・生徒の性』実態調査の結果と考察」　　　　

　　東京都幼・小・中・高・心性教育研究会� � � ��������

テーマ

いわて県民情報交流センター（アイーナ）（岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1）　　

参加費／両日参加：一般 6,000 円、学生 4,000 円、１日参加：一般 3,000 円、学生 2,000 円
主　催／全国性教育研究団体連絡協議会、岩手県性教育研究会
協　賛／日本性教育協会　　後　援／内閣府、文部科学省、厚生労働省ほか

申込み・連絡先／〒 020-0828　岩手県盛岡市大慈寺町 6-47　盛岡市立大慈寺小学校内岩手大会事務局
　　　　　　　　TEL�019-623-6231　　FAX�019-623-6232
締　切／平成 26年 7月 17日（これ以降は参加者名簿には記載されません）

８月７日（木）12：30～16：30
８月８日（金）９：00～16：00

内　容

平成26年度東北地区性教育研究大会　平成26年度岩手県性教育研究会性教育セミナー

研究会、研修会等の情報を下記まで、郵送または、
Fax03-5800-0478でお寄せください。
〒112-0002　文京区小石川2-3-23春日尚学ビルB1��
日本性教育協会「JASEジャーナル」係
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毎月第２木曜日　17：00～19：00

セクシュアル・マイノリティ
月１（ツキイチ）電話法律相談

03-3581-5515
「同性のパートナーに財産をのこしたい」「同性のパートナーが病

気やケガで意識不明。付き添うにはどうすればいい？」「別れ話

を切り出したら、同性愛者だとバラすと脅されています…」「履

歴書には、戸籍上の性別を書かなければいけない？」「戸籍上の

性別を隠して就職をした後、それがバレたら解雇される？」「FtM

です。彼女が生んだ子どもの父親になりたいです」

【主催・問い合せ先等】
主　催／東京弁護士会。
相談料／ 無料。（電話相談の結果、面談相談ご希望の場合や実際

に弁護士に交渉等を依頼する場合は、原則として別途
費用がかかります。金額については担当する弁護士に
ご遠慮なくおたずねください）

相談日／  2014 年６月 12 日、７月 10 日、８月 14 日、９月 11 日、
10 月９日、11 月 13 日、12 月 11 日、2015 年１月８日、
２月 12 日、３月 12 日。

問合せ先／東京弁護士会　人権課　TEL　03-3581-2205
（※この電話で、相談や相談の予約などをすることはできません）

　

　すべての人が住みやすい社会をめざして！
　 ～社会的弱者のために闘った女性たちの話を聴く～

【パネリスト】
杉浦ひとみ（弁護士）　名児耶匠（知的障害者）

（選挙権を取り戻す裁判で勝訴）

上川あや（世田谷区区議、MtF）
（性的マイノリティであることをカミングアウトして 2003 年初当選）

【会　場】 アーニホール
　　　　（東京都世田谷区用賀3-5-6）

7 19（土）

13：00～17：00

第106回
「性を語る会」シンポジウム
障害者権利条約批准（2014.1.20）
を記念して

【問い合せ先等】
参加費／一般 1,500 円　会員 1,000 円　小学生〜高校生 500 円
主催・問合せ先／「性を語る会」事務局（担当：平）
TEL　03︲3708︲7326　　FAX　03︲3708︲7324
E-mail　taira@ahni.co.jp　

DV/ 性暴力被害にかかわる

支援者のための研修講座　2014

【コース】
〔Aコース〕定員60名　
�現在支援活動をしている方、これから活動しようとしてい
る方などすべての方が対象。
〔Bコース〕定員30名
Aコース全期を修了した方が対象。

【日　程】
１期　７ 月 12 日（土）　13 日（日）
２期  11 月 ８ 日（土）　９ 日（日）
３期　２ 月 ７ 日（土）　８ 日（日）　

【会　場】　東京有明医療大学
　　　　　（東京都江東区有明 2-9-1）

【主催・問い合せ先等】
主　催／ NPO 法人女性の安全と健康のための支援教育センター
問合せ先／ 113-0033 東京都文京区本郷 1-25-4 ベルスクエア本郷７階
FAX 03-5684-1412　Email：shienkyo@vega.ocn.ne.jp
http://shienkyo.com

第２回思春期保健ミニ講座
～パーソナリティ障害（基礎編）～

会　場

導入「ケースとの関わりについて」、講義「パー
ソナリティ障害とは～診断基準と分類、臨床事

例からみた特性～」、「パーソナリティ障害のQ&A」

内　容

平和と労働センター・全労連会館
（東京都文京区湯島２－４－４）

８月２日（土）12：40～16：00

参加費／ 10,000 円 + 税。
定　員／ 100 名（先着順）。
対　象／ 保健師・助産師・看護師・養護教諭・教職員・看護教員・

保育士・心理士など。
主催・問合せ先／一般社団法人日本家族計画協会
〒 162-0843　東京都新宿区市谷田町１－ 10　保健会館新館
　　　　　　TEL　03-3269-4785　　FAX　03-3267-2658

佐藤矢市（株式会社 JEC代表取締役社長、臨床心理士）講　師

主催・問い合わせ等

2014年６月～2015年３月
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第７回  青少年の性行動全国調査報告

好評
発売中!!

本体2,200円+税◦Ａ5判256ページ

　2011年度第７回「青少年の性行動全国調査」として行われた「若者の性意識・性行動」に関するレポート。

全国の書店にてご購入できます！

◆主な内容◆
序　章　第７回「青少年の性行動全国調査」の概要
第１章　�青少年の性行動の低年齢化・分極化と性に対する新たな態度
第２章　欲望の時代からリスクの時代へ
　　　　─性の自己決定をめぐるパラドクス─
第３章　青少年の家庭環境と性行動
　　　　─家族危機は青少年の性行動を促進するのか─
第４章　消極化する高校生・大学生の性行動と結婚意識
第５章　�青少年にみるカップル関係のイニシアチブと規範意識
第６章　高校生・大学生の避妊に関する意識と行動
　　　　─避妊行動の分化に着目して─
第７章　現代日本の若者の性的被害と恋人からの暴力
第８章　自慰経験による女子学生の分化
第９章　性情報源として学校の果たす役割
　　　　─性知識の伝達という観点から─
付表Ⅰ　「青少年の性に関する調査」調査票
付表Ⅱ　基礎集計表（学校種別・男女別）
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JASE性教育・セクソロジーに関する資料室
JASE資料室は国内外の性教育、性科学等に関する文献資料を収集している開架式資料室です。
文献資料の数は約５万点以上、現在も日々、増え続けています。性教育、セクソロジーに関する
調査、研究のためにご利用いただけます。人間の性に関心がある方、ぜひ足をお運びください。

資料室に
ついて

平日の
利用方法

「学校における性教育振興のための事業」の一環として、資料室を公開していますが、現在は、
平日のみです。学校で性教育の中心的役割を担っている教諭や養護教諭、学校と連携して性教
育を実施している保健師・助産師、将来それらを目指している学生などが利用しにくい状況に
あります。遠方に在住の皆さんからも、休日の資料室の開室を求める声が寄せられています。

ご要望に応えるため、平成26年度は、試行的に下記の日程で資料室を開室いたします。
・開室の月日　７月27日（日）、10月26日（日）、平成27年１月25日（日）

・開室の時間　10：30～ 17：30（利用日３日前の17:30までに予約があった場合、利用者の希望時間帯のみ開室）

　
日曜日
特別開室

【閲　覧】必ず事前に電話で予約が必要です（tel�03-6801-9307）。貸出業務は行っておりません。
【開室日・時間】月～金曜日10：30～17：30　
【休室日】土・日曜日、祝日、年末年始　※この他、会議等で臨時に休室することがあります。
【コピーサービス】コピー料金は用紙サイズにかかわらず１枚10円です。著作権法の許容する範囲で行うものとします。
http://www.jase.faje.or.jp/pub/archive.html
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